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1．序

　 Gillbert　et 　al，（1996 ）は 、色彩と香り の 印象を介し

た関わ りを示唆し て い る 。ま た齋藤 （2005 ＞は、両者

の 組 み 合わせ に着 冖し、調和 ペ ア で は心理的相乗効果

を得た こ とを報告 して い る。以 上 よ り、色彩 と香 りの

感情次元 （Af買ective 　dimension） を介した調和性 の 検

討を試み る こ ととした。本研究は 2 つ の 実験か らなる，
2．目的

  色彩と香 り の 感情次 元 の 抽 出

  色彩と香 りの調和性 の 検 討

3．方法
3．1．刺激

香り刺激 シナモ ン（1％）、ペ パ
ー

ミ ン ト（5％）、バ ニ ラ

（10 ％）、 ロ
ーズマ リー（10％）、レ モ ン （10％）、ア ニ ス

（3 ％ ）、 ペ ツ パ
ー

（3 ％ ）、 ロ
ー

ズ （3 ％ ）の 精 油

（PRANAROM 社製）を使用 した。三 浦 ・齋藤 （2006＞、

中島 （1995 ）、 増山 ・
小林 （1989 ）な どを参考に 、比

較的特徴 の 異な る 8 種 を 選出 した 。括弧内の ア ル コ
ー

ル濃度は、調香師の判断で 主観的な 濃度が ほぼ
．
定 に

保たれ るよう配慮した （樋凵他，2002 ；庄司他，2004 ）。

各濃度 に 稀釈 し た ア ル コ
ール 溶液 を 匂 い紙に 染 み 込 ま

せ 、30皿 1要領の褐色ビ ン に 入れ て提示 した。

色彩刺激 PCCS （日本色彩研究所の 配色体系）か ら系

統的 に 18 色を 選出 し た 。具体的に、赤（2：R）f黄（8：Y）1
緑（12：G）1青（18 ：B）1紫（22 ：P）の 5 色相 x ペ ール （p）〆ビビ ッ

ド（v）！ダー
ク （dk）の 3 ト

ー
ンに よ る 有彩色 15 色、白

（W ）！中灰（Gy −5．5）1黒（Bk ）の 無彩色（n ）3 色で あ っ た 。

3−2．対象者

実験 A ：男性 42 名、女性 58 名 （平均 19．4 歳）

実験 B ：男性 42 名、女性 58 名 （平均 21．8 歳）

3−3．手続き

実験 A ：

  香 りの 印象評定 （5 段階 SD 法、約 1 分間隔 の ラ ン

　 ダ ム 、香り毎に中和刺激 の コ
ー

ヒ
ー

豆 を提示）

  カ ラーチ ャ
ート （18 色が系統的に並 べ られた A4

　 版） か ら調和 ・
不調和色を各 3 色 まで 選択

実験 B ：

  18 色の カード（6、r。 ・ g．0、 m ）の印象評定 （5段階 SD 法）

  各色に対す る 8 種の香 りの 調和度評定 （4 件法）
SD 法形容詞対 樋 口 他 （2002 ）、三 浦 ・齋藤 （2006）
な どか ら、色彩 と香 りの 両方に ふ さ わ し い と 思われ る

11対 （あたたか い一冷たい ／濃厚な一淡白な／平 凡な
一
個性的な／

柔らか い
一硬 しV 澄 んだ一濁 っ た／優 しい一きつ い ／単 純な一複雑な／

甘い
一
甘くない ／明るい

一
暗し〉 好きな一嫌 い な ／女性 的な一男性的

な）を選定した。

4．結果及び考察

4−1．感情次元 に関して

　香 りの 印象評定結果 （実験 A）、色彩の印象評定結果

（実験 B） を総合し、因子分析を施した。主因子 とし

て
t’
甘 い

一
甘 くな い

” “

やわ らか い 一
かた い

”
な どか ら

な る ＜MILD ＞閃子 （39．6％ ；α ；，87）、
“
単純な

一
複雑 な

”

“
澄 ん だ 一濁 っ た

”

な どの ＜CLEAR ＞因子（17．1％ ；α

＝ ．72 ＞を得た （累積寄与率幕56．7％ ）。

　各刺激の 因子得点は、＜MILD ＞因子 に関して 、バ

ニ ラや pR 、　pY 、　pP は 高得点、ペ ッ パ ー、ロ
ー

ズ マ リ
ー、黒、dkB 、　 vB は 低得点で あ っ た。＜CLEAR ＞因

子は、ペ パ ー
ミ ン ト、レ モ ン、vY 、　 vR 、白は高得点、

ア ニ ス 、dkY な どの dk トーン は低得点で あ っ た。こ

れ らか ら、色彩の 次元 と して は、＜MILD ＞因子が高

明度 の 暖色か、低明度の 寒色かを分ける軸で あ り、＜

CLEAR ＞因子 は、特 に彩度の 高低を分ける軸 と考え

られ る 。よ っ て、2 軸に よ っ て 色彩に おける 色相、明

度、彩度 の 3 属性を表現する こ と が可能と思われ る。
一一
方、香 りの 次元 として は 、〈 MILD ＞因子 は、

“
甘い

”

“
女性 的な

”

香 りか 、
“

甘く な い
”“

男性的な
”
香 りか

を分け る 軸 で あ り、＜ CLEAR ＞因子 は、
“
澄 ん だ

”
香

りか、
“
濁 っ た

”

香 りか を分ける軸と考え られ る 。 そ し

て こ れ らは、樋 「1他 （2002 ） に よ っ て 報告された香 り

の 主な感覚的次元 で ある 「やわ らか さ 」、「明瞭さ」 と

各々 対応 させ る こ とがで きる と 思 わ れ る。ま た こ れ ら

2 因子 は、色彩と香 り を組み合わせ た場合の 主軸とし

て も報告 され て い る E 浦他，2007 ）。したが っ て 、

色彩 と香 りの 主な感 情 次 元 と し て 、＜ MILD ＞＜

CLEAR ＞ の 2軸 は比較的妥当 と考え られ よ う。

4−2．調和性に関して

4−2−1．色彩と香りの調和関係

　 2 つ の 実験結果 を総合 し、以下 の よ うに定義した 上

で 、8 種の香 りと 18 色 との 調和関係 を検討 した。

調和 ；香りに 対する調和色 5 位以内 （実験 A）尚 且 つ 、

　　 色 彩 に 対する香 りの 調和度評 定平 均 値 ≧2．5（実験 B）

不 調和 ：香りに 対する不調和色 5 位以 内 （実験 A）尚且 つ 、

　　　 色彩に対する香りの 調和度評定平均値 ≦2．4（実験 B ）

　そ の 結果 、ペ パ ーミ ン トは p
・

v ト
ー

ン の 緑 ・青、
ロ
ーズマ リ

ー
は v トーン の 緑 ・青、dkG と調和関係 と

な り、いずれ の香 りも赤系や dkY 、黒とは不調和関係

とな っ た。バ ニ ラは p ト
ーン、白 と調和関係、dk ト

ー

ン、黒 とは不調和関係 とな っ た。レ モ ン は p
・
v ト

ー

ン の 緑、vY と調和 関係、　 dk ト
ー

ンや黒 とは 不調和関

係で あっ た 。シ ナ モ ン、ア ニ ス 、ペ ッ パ ーは 、dkY を

はじめ とする dk ト
ー

ン とは調和関係、　 pR、　vR 、白 と

は不調和関係となる傾向に あ っ た。ロ
ー

ズは紫 系 とは

調和関係、v ト
ーン、無彩色と は不調和関係とな っ た。
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　　 Figure　1色彩と香りの 感情次 元 と調和性

4−2−2．重 回帰分析 に よる検討

　 ＜MILD ＞ ＜ CLEAR ＞ の 2 軸に お ける色彩と香 り

の 調和性 を重回帰分析に よ り検討 した。以 トに、得 ら

れた回帰式 をま とめ た。括弧内は 、決定係数 （R2）及

び重回帰 式 の 有意性 を示 す。ま た 式 中で 、関 わ りが 有

意 で ある と認 め られ た因子 に は 、実線に よ る
．
卜
．
線 （5％

水準は
一

重、1％水準 は 二 重 下線） を、有意傾 向 と認

め られた因子には破線に よ る 下線を引 い た。
香りに対する調和 ・不 調和色 香 りの 因子得点 を独 立変
数、香 りに対す る調和色、あ る い は不調和色 の 選択率
を従属変数とし、18 色、色相 ・トー

ン 別 に各 々 検討 し

た。以下は、色相 ・ト
ー

ン別検討結果か ら得 られた回

帰式で ある。式 中の 因 子 は香 りの 因子得点 を指す 。 ま

た、○は調 和色、■ は 不 調和色 の 場合を示す 。
O 赤 ＝ ．17＋．11x ＜MエLD ＞

一．06　X ＜OLEAR ＞ （Rl＝．66，P〈．10）
翻 赤 ＝

　24−・13x 重 MILD≧≧
一．05　x ＜ CLEAR ＞ （R2＝．84 ；P＜，OI＞

O 黄　
t ＝　、28十．11x 〈 MlLD ＞ 十 、09　x 〈 CLEAR ＞ （R2＝．26 ；p＞．10）

■黄 ＝ ．18−、03x ≦鋼i」q≧一．01　X ＜GLEAR ＞ （R2＝．55 ；P＞JO ）

○緑 ＝ 」8−．11 × 皇 蚣LDI≧十 ．06x ＜ GLEAR ＞ （R』 、63 ；pく．10）
■ 緑 ＝ ．12−．005 × 〈MILD ＞

一．05　x ＜CLEAR ＞ （R2＝．44 ；p＞．10 ）

O青 ＝ ．12−．08x 《∫劉1」巨》十．08　x 〈CLEAR ＞ （Rz＝．60 ／p＜、10）
■ 青 ＝ 13十 〇4 × ≦遡 L皀〉

一．01x 〈GLEAR ＞ （R2＝59 ；p〈．10）
O 紫　

＝
　、14十 〇！x ＜ MILD ＞

一、12 × ＜CLξ△E＞（R2＝58．pぐ10）

■ 紫　
＝
　．11十、06x ≦∫頭L⊆λ≧十．05　x 〈 GLEAR ＞ （R2＝．56，p＞．10）

Op 　＝ 　．30十 23　x ＜MILD ≧十 ．25　x ≦∫⊇」ξ為a≧（R2罕．73 ；pく，Q5）
■ p　

＝
　．30

− 、17 × ＜MlL〔≧≧
一，03　x ＜ CLEAR ＞ （Rz＝．931p〈、001 ）

Ov　＝　23−、03　x ＜MILD＞ 十、22 × ＜cLEAR ＞ （R2＝．71 ；p〈．05）
■ v 　

＝
　．25

−．01x ＜MILD ＞
− 08　x 〈 GLEAR ≧：（R2＝、64 ；p〈，10）

Odk　
＝
　．36

−．16x ≦凱 ⊇2≧一，42　x ＜ CLEAR ＞ （R2＝．86，pく、Ol）
嗣 dk　

＝
　．23十．12x “ 皿 ≧十．31 × 〈CLEAR ＞ （R2＝．86；p＜．01）

　 こ れ らよ り、例 えば赤は、香 りの く MILD ＞ 因 子の

得点上昇に伴 っ て調和色 と して の 選択率が上昇 し、得

点が 低下に伴 い 不調和 と して の 選択率 が上昇す る こ と

が分か っ た。そ の 他 p トーン は、〈 MILD ＞ 因子 と正

の相関、青系 の 色相や dk ト
ー

ン は 負 の 相 関が そ れぞ

れ認 め られた nv
・
p トーン は、香 りの ＜ C1．EAR ＞ 因

子 と正 の 相関、dk トーン は負 の 相 関が確認 され た。
色彩に対する調和香 色彩の 因 子 得 点 を 独 立 変数、色彩

に対す る香 りの 調和度評定値 を従属変数 と し た。式 中
の 因 子は色彩 の 因 子 得点を指す 。

シ ナモ ン
！＝2．30十．02x 〈 MILD ＞

一．05　x 〈GLEAR ＞（R2　＝．04 ；p＞．10｝

ペ パ
ー

ミン ト＝2、30−．69x ＜ MILD ＞ 十 ．32　x ≦Ω鵬 AR≧（R』 ．32；pくne）

バ ニ ラ＝12、13十 ．69x ＜ MILD ＞ 十 ．03x ＜CLEAR ＞ （R2＝．77；p〈．OeOl）
ロ
ーズマ リ

ー＝ 227 − ．20x 〈MILD ＞ 十．03　x ＜CLEAR＞ （R！＝．37；p〈．05）
レモン＝2．16十、03x 〈MILD＞ 十．49　x ＜CLEAR ＞ 〔R2＝．62；p〈．001）
アニ ス＝2．14−．22x ＜ MILD＞一．23x ＜GLEAR ＞ （R 』 ．82 ；pくOO1）

ペ ッパ ー＝・2．06 一 25x ＜M ］LD ＞
一．24　x ＜ C」旦岨 ≧（R2＝．70 ；p＜．001）

ロ
ー

ズ z2 ．11十．04　x 〈MILD ＞
一．14x 《 Ωし匚創B≧ 〔R！

＝・．16；p＞．10）
　 これ よ り、例えばバ ニ ラ の 香 り は、色彩の ＜ MILD
＞ 因 子 の 得点 上 昇に伴 っ て 調和度が と昇する結果 とな

っ た。また、
“

甘く な い
”

印象を持た れ た ロ
ーズ マ リ

ー、
ア ニ ス 、ペ

ッ パ ー
は、色彩 の 〈 MILD ＞ 因 予と負 の 相

関が 認 め られ た 。＜ CLEAR ＞ 因子 に関し て 、
ペ パ ー

ミ ン ト、 レ モ ン が 正 の 相 関、ア ニ ス 、ベ ッ パ
ー、ロ

ー

ズは負 の 相関 が 認 め られた 。

　以 上 の 結果 を Figure　1 に ま とめた 。 回帰式 の 有意性
が 認 められな か っ た場合 は 括弧付 け に し た。横軸に く

MILD ＞ 因子、縦軸 に ＜ CLEAR ＞因子 をそれぞれ とっ

て い る 。 色相 ・トーン 別結果 に 関 し て、因子 との 調和 ・

不 調和関係が正 負で 反転 して い た赤や青 、
3 っ の ト

ー

ン は 、い ずれ か の 感情次元 （ある い は両次元） と調 和

性に お い て 比 較的安定し た関係 にある と考 えられ る 。

ま た 、こ れ ら の 結 果 と、色彩と香 りの 調和関係 （4 − 2
− 1）と を照 ら し合わせ る と、い ず れか の 因 子 （あ る

い は 両 因子 y に ） と正 の 相 関 の 認 め られた色彩 と香 り

同 士 （ペ パ ー
ミ ン トと p ・v ト

ー
ン 、ロ ーズ と紫な ど）

は調和性が 高く、逆に正 の 相 関が認め られた色彩や香
り と、負の 相 関が認 め られた色彩や 香 り （バ ニ ラ と dk
ト
ー

ン 、V 一
ズ マ リ

ー
と赤な ど）とは 不調和関係に あ

る傾向が強か っ た。よっ て 、感 情次元 上 で距離の 近 い

色彩 と香 りは調和 関係 、 距離の 乖離 した色彩と香 りは

不 調和関係 と な る傾向を導き出すに 至 っ た。
　以 上 、香 り に対す る調和 ・不 調和色、色彩 に 対す る

調和香 の それぞれ の 切り 口 か ら、主に く MILD ＞ 因子 、
＜ CLEAR ＞ 因子 の 2 つ の 感情次元 にお ける両者 の 調
和性 に関す る検討を重ね る こ と で 、比較的安定 し た法

則 的傾 向を導き出すこ とが可能 と思 われ る。

5，結論
  色彩 と香 りの 感情次元 と し て 、卞に ＜ MILD ＞ 因子 、
　　〈 CLEAR ＞ 因子 で説明する こ とが で きる。
  感情次 元 上 で 距離 の 近 い 色彩 と香 りは調和、距離の

　 乖離 した色彩 と香 り は 不調和 とな る 傾 向 に あ る。
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